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小学生のとき繁分数に出会-て一週間以上悩んだ事を思い出すO十 -ギ とーても で
~5'
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も "落ちこぼれ"の生徒がでるなど､平成元年に精選 (二度目)､そして今回は厳選 (3
割削域)となった｡今回は100%学習して欲しい所まで減らした｡身につかなければ､つく
までよく学習させること､そして学ぶべき最低限の基準を示した教育課程となった｡小学
校では台形の面積を求める公式がなくなる｡三角形､四角形の面積の求め方を使って求め
ればよいとされた｡しかし発展学習として公式を敢えてもよいという､指導要領に対して
多少の逸脱があってもよいと認めているoはたして巾のある教科書ができるのかO
このような改定に対し早くも危ぶむ見方が出ている｡小学校で副読本を作る動きや､学
力低下に拍車がかからないようにしたいものだ｡内容の希薄化により数学の知識の減少､
能力のある子供の数学に対する興味 ･関心の低下を招かないように注意したい｡
イギリスでは宿題を出すことが奨励されているという｡また宿題を教えてくれる､宿題
センターができている｡宿題奨励策が子供の成長を損なうのか､あるいは学力向上につな
がるのか､熱い議論になっている｡
20世紀の教育を振り返るとき､教育改革は失敗と言わざるを得ない｡今非行が大きな問
題となっている｡世紀末の昨年､岡山でも少年事件が社会に衝撃を与えている｡暴力､授
業妨害などの理由で1999年度に ｢出席停止｣となった公立中学生は84名に上り､前年度の
1.5倍にも増した｡何故こうなったのか｡経済大国化を進める中で､物欲至上主義と社会道
徳観の欠落が挙げられる｡教育改革は教育の機会均等､高等教育の大衆化という良い面も
実現した｡高校は大学受験に追われ､人間性に乏しく道徳観念のない人が増えた｡道路や
川はゴミだらけ､ ドライバーは平気で吸い殻をポイ捨てする､知育に偏り徳育が忘れ去ら
れている､人道教育を十分受けない大人が子供を虐待するなど異常な社会となっている｡
ゆとりの中で ｢生きる力｣の育成と教育内容の厳選､完全学校週5日制の実施と社会の
変化が激しく､将来どんな知識や技能を必要とするのか｡先見性を持ち､普遍的で大切な
もの､よりよく生きていくための知恵を兄いだし､それを子供が自力で磨き､作り上げる
指導､夢を持って生きていく子供作りが大切である｡
